
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森森森をををきききれれれいいいにににしししててて   

         きききのののこここをををつつつくくくろろろううう   

   

表１.きのこ栽培に適する樹木   ◎印・最適、○印・適 

 原木きのこの栽培は、栽培するきのこの種類によって、適・不適があります。    

下の表は、代表的な４種のきのこ栽培に適する樹木です。例えば、しいたけな

らコナラの他、クヌギ、カシ類、シイ類、シデ類と、意外と様々な樹種を利用

することができます。 
 

 森林ボランティアで活動している森林にある樹種にあったきのこを選んで、          
                                森の恵みを楽しんでみましょう！！ 
 

 



 
 
 
栽培し易い 5～20cm 程度を選びます。 
 
 
 
紅葉の頃から桜が咲く頃までに伐採しましょう（11 月～翌年３月末）。 
 

※なめこを栽培する場合は、広葉樹・ヒノキとも植菌直前に伐ります。 

 

  

 
 90～100ｃｍ程度の長さに揃えます。 
 
 
 
・紅葉時に伐採した木は、２ヶ月くらい長木で乾燥し、 

 植菌直前に玉切りをします。 

・落葉後～春までに伐採した木は、直後に玉切りし、 

 およそ２週間後に植菌します。 
 

※乾燥期間は、伐採面（木口）に小ひびが入るころを目安にしましょう。  

※なめこやひらたけなどは、原木の乾燥が進まないうちに植菌したほうがよいでし   

 ょう。（特に、ヒノキ原木は乾燥が早いので、伐採後速やかに植菌してください。） 

 

               
 
 
森林ボランティア活動の除

伐（間伐）作業で伐ることが

多い直径 20ｃｍ以下の木を

利用します。 

 

 

植菌方法には、いくつかの方
式がありますが、ここでは入
手しやすい種駒による植菌方
法について紹介します。 
 
 
 

                  
 
 
 
玉切りは、伐採した木を栽培
しやすい寸法に切りそろえる
作業です。木を伐る時期によ
って、玉切りのタイミングが
異なります。         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
  
  
                         
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      みなさんが普段活動している森林を構成している樹種にあったきのこを栽培してみましょう。

ちなみに近年、間伐をしたヒノキも原木なめこ栽培に十分使えることがわかってきました（表１参照）。 

なめこ栽培のポイントも書いてありますので、参考にして挑戦してみてください！ 

  

 

※植え穴が深いと菌が良く回ります。 
 （種駒長の２倍まで） 

※穴を開けるドリルの刃の径は,種駒の寸法に 
 あったものを購入してください。 



山地の場合 
 
（しいたけ） 
風通しの良い
南東斜面 
（なめこ、ひら
たけ） 
湿度の高い斜
面下方 

菌の活着した原木に、さら

に全体へ菌糸がまん延でき

るような条件を与えるため

の作業です。原木が、夏の

直射日光に当たらないよう

に気をつけましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

打った種駒の菌糸が、確実

に原木へ移って活着するよ

うに湿度や温度を保つため

の作業です。乾燥する場合

は時々散水しましょう。 

 
 
 
 

 きのこが発生するまでの時間は、きのこや原木の種類、寸法に、伏せ込む

環境などによって変わります。通常は、二夏経過後の秋から本格的に発生し

てくるようになります。また、原木のサイズによりますが、上手に管理をす

れば１本で、数年間は収穫できます。 
 

 最後に、「目的でないきのこが出ても決して食べないこと」に注意して頂き、

きのこ作りを楽しんでください。 

 

 

 

きのこが発生しやすいよう
に組み直し、時々散水して
ほだ木に活力を与えて管理
します。発生時期が過ぎた
後は、ほだ木を休めるよう
地面に伏せ、乾燥する場合
は時々散水をし、次回の発
生時期まで管理します。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ほだ木の天地返しも行ってくだ
さい！ 

原木の乾燥を防ぐ
ため低く伏せる。 

並べるか 50cm 程度 
まで積み上げる。 

湿度の高い場所に 
伏せる場合。 

森林の場合 
 
スギ、ヒノキ林で
も雑木林でも大
丈夫ですが、い
ずれも木漏れ日
がちらちら入る
ような場所を選
びます。 

庭 や 空 き地 
な ど の 場 合 
  
適当な木立
が ない 場合
は、遮光ネッ
ト等で日よけ
をします。 

 

なめこの場合は、適地選定が重要で
す。特に、ヒノキ原木栽培は、意識的
に湿っぽいところを選びます。イノコズ
チ、リョウメンシダ 
など湿っぽい所 
に生える植物が 
多く見られるよう 
な所が適します 
（写真）。 

※なめこは、仮伏せを省略し、収穫する場所に直接伏せ 

 込むことができます。 

 
伏せ込み時期や発生時期が過ぎた後は、防
風・保湿のための被覆をすると良いです！ 

※きのこの菌糸が原木内にまん延し、きのこが発生するようになった原木を 
 「ほだ木」といいます。 



  

  
下記の図は、きのこを作るときの作業と時期です。 

こちらを参考にきのこをつくってみましょう！！ 
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